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新旧部門長からのメッセージ
生、冨田先生、河原先生をはじめとする関係者の
ご努力によって計画を上回る 102 件の講演と 310
名の参加者を得て成功裏に終了できました。89
期は再び東京で開催されますが、機会をみて再度
地方開催に挑戦する礎を築くことができました。
今期は国際会議がありませんでしたが、2012
年には福岡で COMODIA 2012 が開催されること
になっており、村瀬先生を中心に開催準備にとり
かかっております。エンジン関係の国際会議はそ
の他にSAEのPFLがあり、いずれも関係者にとっ
ては大きな負担になっております。国際会議のあ
りかたについて、今期 ESDでは十分議論できま
せんでしたので、これも次期 ESDで議論してい
ただきたく思っております。
残念なことは、機械学会賞を獲得できなかった
ことです。エンジン研究が成熟してきたとはい
え、産業界では依然として多くの研究資源を投入
しており、それらの中には優れた研究も多々あり
ます。産の技術力と学の解析力を融合させれば、
高い研究成果を得ることは難しいものではありま
せん。産学連携は海外では日常化しておりますが、
わが国では十分機能しているとはいえません。こ
れには多くの事情がありますが、わが国のエンジ
ン研究が世界のトップランナーでいるためには必
要不可欠ですので、今後の産学連携の進展に期待
します。
本ニュースレターの読者の中には研究会、講演
会等に参加できなかった方も多くおりますが、そ
の方々のために、エンジン技術に関する情報を可
能な限り多く提供することも部門運営の大きな柱
であると考え、広報委員会の庄司委員長にご努力
いただきました。おかげさまで、充実したニュー
スレターを皆様にお届けできたと思っておりま

第 88 期部門長退任のご挨拶

第88期エンジンシステム部門長

堀　政彦
（日本自動車研究所 客員研究員）

	

この度の東日本大震災で被災された皆様に哀悼
の意とお見舞いを申し上げますとともに、一日も
早い復旧・復興をお祈り申し上げます。

第 88 期エンジンシステム部門（ESD）部門長を
退任するに際し、自責の念で一年を振り返ってみ
たいと思います。87 期の副部門長として飯田部
門長の活動を横目で見ながら一年、どのようにす
れば部門長として部門の発展に貢献できるかと考
えている間に 88 期が迫ってきました。川那辺幹
事のご尽力によって日常の業務は支障なく推進で
きたと考えておりますが、いくつかの根本的課題
が残っており、これらについては 89 期の村瀬部
門長にお願いすることになってしまいました。
100 年を超える機械学会の中で長い歴史を有する
ESD ですので、舵をきるのは容易ではありませ
ん。まずは座礁しないように、安全第一となって
しまいました。それでも ESD登録人数は減少傾
向を示しており、エンジンシステムが成熟技術に
なりつつあることを痛感させられました。
このような状況下で内燃機関シンポジュウムを

首都圏から離れ、岡山大学で開催しました。毎年
開催することになりましたが、これまでのように
東京圏に集中した場合には関係者の負担がますま
す増大することから、参加人数の縮減は覚悟で実
行委員長の大澤先生にお願いしました。大澤先
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最後に、川那辺幹事をはじめとして、運営委員
会の皆様には多大なご協力をいただきました。紙
面を借りて御礼申し上げます。

す。紙面充実のためには部門登録員の皆様のご協
力が不可欠です。今後ともよろしくお願い申し上
げます。

が、財政難という大問題に直面しています。この
財政難は、ここ数年の活発な活動の結果と見るこ
とができますが、今年度は財政立て直しを第一の
課題として取り組む所存です。部門運営は、本来
学会からの交付金をベースに考えるべきと思いま
すが、もともと交付金は、わずか 70 万円程度です。
それに対して支出は、例えば昨年度の場合、部門
活動費（部門運営、委員会、研究会など約 350 万
円）と部門行事費（内燃機関シンポジウム、ス
ターリングサイクルシンポジウム、講習会など約
560 万円）を合わせると、約 910 万円でした。部
門活動費は支出のみですから、部門行事で支出以
上のかなりの収入を得ないと、基本的な部門活動
すらできないということになります。昨年度は、
内燃機関シンポジウムにおいて支出の倍以上の収
入がありました。この収入がなければ、今年度の
財政は火の車となるところでした。今年度は、内
燃機関シンポジウムが自動車技術会主催であるた
め、収入が望めません。そこで、各委員会、研究
会に対して支出をきりつめるご無理をお願いして
います。さらに、スターリングサイクルシンポジ
ウムと講習会で是非魅力ある企画をお願いしたい
と思います。また、これらの一般会計のほかに、
特定の事業のための積立金があります。ES 部門
では、通常、内燃機関シンポジウムとスターリン
グサイクルシンポジウムのために積み立てていま
すが、来年度は COMODIA 2012 を企画していま
すので、今年度は来年度のために 3つの事業に対
する積立金を準備する必要があります。ところが、
2009 年度当初には、500 万円あったこの積立金
も、200 万円になっていますので、積み増しの必
要があります。会員の皆様のご理解と更なるご協
力をお願いいたします。
また今年度は、過去 5年間の部門活動評価の実
施と部門のポリシーステートメント作成の年に当
たっています。この件に関しましてもご協力をお
願いいたします。

第 89 期部門長就任のご挨拶

第89期エンジンシステム部門長

村瀬　英一（九州大学）

	

第 89 期の部門長の大役を仰せつかりました。
部門長就任にあたり、ご挨拶を申し上げます。
まず、3月に発生いたしました東日本大震災に

より、被災された皆様およびその関係の皆様に心
よりお見舞い申し上げます。また、今回の震災で
は多くの自動車部品メーカーが被災し、完成車の
生産がストップしていましたが、ようやく通常の
生産に戻った模様で、なによりです。
今期のエンジンシステム（ES）部門は、円滑な

運営と発展を目指して、内藤健先生（早稲田大）
に幹事をお願いし、総務委員会、運営委員会を中
心に活動を行っていきます。微力ではありますが、
全力を尽くしたいと思います。
さて、ES部門の会員数は現在 1,370 名（第 1位

登録会員）で、20 部門中 8 番目に位置していま
す。5年前と比べると 198 名の減少で、毎年コン
スタントに 40 名程度が減少しています。この間、
機械学会会員（現在 37,508 名）も 1,153 名減少し
ていますが、ES部門会員の減少の割合は大きく、
気になるところです。エンジンという特定のハー
ドを対象にした部門は ES部門以外にはありませ
ん。また圧倒的に第 1位登録が多く、第 5位まで
の登録会員数では、14 位とぐっと下がってしま
うという特徴ある部門です。これは、エンジンが
大好きな会員が集まった部門であることの裏付け
だと思います。現在は、様々なパワープラントが
出てきている大変重要な時期ですので、もっと魅
力ある行事を企画して、この減少に歯止めを掛け
なければと感じています。
以上の会員減のことを考えると、今年度は前年

度以上の魅力ある活動を計画したいところです
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日本機械学会・エンジンシステム部門・平成 23年度（89期）組織表

日本機械学会・部門協議会

エンジンシステム部門・平成 23 年（89 期）代議員 30 名
（部門長より支部へ選任依頼の結果選出された部門代議員）

関東（0区 12 名）：青柳（新ACE）、飯田（慶應義塾大）、森（帝京大）、
浦田（ホンダ）、志賀（群大）、小酒（東工大）、森吉（千葉大）、
塚本（東京海洋大）、木村（日産）、金野（茨城大）、野村（日大）、
島崎（いすゞ）

東北（1区 1名）：藤田（岩手大）
北海道（2区 2名）：小川（北大）、北川（北海道工業大）
東海（3区 6名）：岡本（豊田自動織機）、衣笠（トヨタ）山本（三菱自）、

都竹（ヤマハ）、守田（スズキ）、上田（豊田中研）、
関西（4区 4名）：石山（京大）、島（ダイハツ）、川那辺（京大）、桑原（大阪工大）
中国四国（5・6区 2名）：冨田（岡山大）、木戸口（徳島大）
北陸信越（7区 1名）：榎本（金沢大）
九州（8区 2名）：村瀬（九州大）、石田（三菱重工）

エンジンシステム部門
部門登録会員
第１位登録 1,370名
第２位登録 719名
第３位登録 566名
第４位登録 241名
第５位登録 146名
（計3,042名） 平成23年2月末

部門長
　村瀬英一
　（九州大）
副部門長
　冨田栄二
　（岡山大）

研究分科会
RC-D3
炭素系粒子状物質の特性値評価に関する研究分科会
主査　新井雅隆（群馬大）、 幹事　古畑朋彦（群馬大）

研 究 会
A-TS 07-21
エンジン先進技術の基礎と応用研究会
　主査 千田二郎（同志社大）、幹事 野田利幸（三菱自）
A-TS 07-32
西日本エンジンシステム研究会
　主査 大澤克幸（鳥取大）、 幹事 小田哲也（鳥取大）
A-TS 07-43
九州先進エンジンテクノロジー研究会
　主査 植木（長崎大）、 幹事 坂口（長崎大）
A-TS 07-44
持続可能な社会のためのエンジン技術研究会
　主査 小島晋爾（名城大）、
　幹事 高橋周平（岐阜大）、 中田浩一（トヨタ自動車）
A-TS 07-45
予混合圧縮着火燃焼技術の高度化研究会
　主査 森吉泰生（千葉大）、 幹事 中野道王（日本工業大）
A-TS 07-47
先進内燃機関セミナー研究会
　主査 青柳（新ACE）、 幹事 北村（日本自動車研）
A-TS 07-48
北信越エンジンシステム研究会
　主査 手崎　衆（富山大）、 幹事 小橋好充（金工大）
A-TS 07-49
スターリングサイクル機器を題材にした実践的
技術者教育に関する研究会
　主査 大高敏男（国士舘大）、 幹事 鈴木伸治（サクション瓦斯）
A-TS 07-50
北海道新エンジンシステム研究会
　主査 城戸（北海道自短大）、 幹事 西川（北海道自短大）
A-TS 07-51
強制力の弱いスターリングサイクル機器の特性理解と
その応用に関する研究会
　主査 大高敏男（国士舘大）、 幹事 鈴木伸治（サクション瓦斯）

総務委員会：エンジンシステム部門の業務遂行
委員長：村瀬英一（九州大）、幹事：内藤　健（早稲田大）
委員：冨田栄二、三上真人

広報委員会：ニュースレター
委員長：木戸口善行（徳島大学）、幹事：河崎　澄（滋賀県立大）

技術委員会：研究会および分科会の統括
委員長：浦田泰弘（ホンダ）、幹事：川那辺 洋（京大）

学会表彰・年鑑委員会：学会表彰、学会誌8月年鑑号
委員長：金野　満（茨城大）、幹事：小熊光晴（産総研）

部門賞委員会：エンジンシステム部門賞
委員長：志賀聖一（群馬大）、幹事：窪山達也（千葉大）

講習会企画委員会：部門講習会の企画と実施
委員長：塚本達郎（東京海洋大）、幹事：荒木幹也（群馬大）

基礎教育講習会委員会：基礎教育講習会の企画と実施
委員長：森吉泰生（千葉大）、幹事：岡田陽一（堀場）

内燃機関シンポジウム委員会：シンポの企画と実施
委員長：飯田訓正（慶應大）、副委員長：小川英之（北大）

年次大会企画委員会：88期･名古屋大学の企画
委員長：小酒英範（東工大）、副委員長：榎本啓士（金沢大）、
幹事：相澤哲哉（明治大）

スターリングサイクル委員会：企画活動の総括
委員長：竹内　誠（サクション瓦斯機関）、
幹事：篠木政利（福島高専）

エンジンリサーチ誌編集委員会：編集業務
委員長：石山拓二（京大）、幹事：川那辺 洋（京大）

COMODIA委員会：COMODIAの企画と実施
委員長：村瀬英一（九州大）、幹事：島崎勇一（トヨタ）
幹事：千田二郎（同志社大）

メーリング担当委員会：メールリストの管理と配信
委員長：内藤　健（早大）

国際企画委員会：国際会議等の統括
委員長：青柳友三（新ACE）、幹事：古畑朋彦（群馬大）

ロードマップ委員会：ロードマップの作成
委員長：野村浩司（日本大）、幹事：三上真人（山口大）

エンジンシステム
部門運営委員会
1. 村瀬英一
2. 冨田栄二
3. 内藤　健
4. 川那辺洋
5. 三上真人
6. 木戸口善行
7. 浦田泰弘
8. 金野　満
9. 志賀聖一
10. 小酒英範
11. 塚本達郎
12. 榎本啓士
13. 飯田訓正
14. 石山拓二
15. 青柳友三
16. 小川英之
17. 野村浩司
18. 森吉泰生
19. 竹内　誠

学会事務局
会員・
情報管理グループ
部門事業担当
担当：加藤 佐知子

JSME, I Mech E, SAE
 (Professional Engineering Publishing)

部門ホームページ管理

シンポジウム
実行委員会

会誌トピックス委員
川那辺 洋（京都大）
内藤　健（早稲田大）

ES部門傘下以外
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部門企画行事のお知らせ
3.　	『大型ディーゼルエンジンの Pmax 向上による高
熱効率化』	 青柳	友三（新エィシーイー）

4.　	『自動車用ハイブリッドシステムの開発』
安部	静生（トヨタ自動車）

基調講演
企画：堀 政彦（日本自動車研究所）
9 月 12 日（月）　17：15〜18：15

「ジェット点火による希薄混合気の燃焼促進」
村瀬	英一（九大）

先端技術フォーラム　1 件
企画：大畠 明（トヨタ自動車）、小酒 英範（東工大）
9 月 14 日（水）　15：00〜17：00　講演 4 件

「エンジンのモデリングと制御の先端技術」
1.　	『ガソリンエンジンにおける気筒間バラツキ抑制
制御手法』	 申	鉄龍（上智大）

2.　	『非線形システムの状態推定とエンジンのモデル
予測制御』	 山北	昌毅（東工大）

3.　	『ディーゼル機関の将来像とその統合的制御によ
る性能改善』	 港	明彦（いすゞ中央研究所）

4.　	『ディーゼルエンジンにおける PCI 燃焼と通常燃
焼の切替制御』

田邊	圭樹（三菱ふそうトラック・バス）

第 88 期部門賞贈賞式
9 月 12 日（月）　18：15〜18：45
基調講演終了後に同じ会場において開催いたします。

参加登録について
年次大会参加事前登録：8月 10 日まで
詳しくは下記、2011 年度年次大会ホームページをご
参照ください。
http://www.jsme.or.jp/2011am/

交通アクセス
最寄駅：大岡山駅（東急目黒線、大井町線）

日本機械学会 2011 年度年次大会
エンジンシステム部門 企画行事のご案内

年次大会企画委員会

小酒　英範（東京工業大学）	

日時：2011 年 9 月 11 日（日）〜14 日（水）
場所：東京工業大学（東京都目黒区大岡山 2―12―1）

エンジンシステム部門一般講演（27 件）
9 月 12 日（月）
8：45〜10：00　座長・古畑	朋彦（群馬大）
　一般セッション（1）　燃料噴霧と燃焼
10：15〜11：15　座長・川那辺	洋（京都大）
　一般セッション（2）　予混合圧縮着火エンジン
9 月 13 日（火）
8：45〜10：00　座長・飯島	晃良（日本大）
　一般セッション（3）　ディーゼル燃焼
10：15〜11：15　座長・金野	満（茨城大）
　一般セッション（4）　エンジンシステム
9 月 14 日（水）
8：45 〜 10：00　座長・手崎	衆（富山大）
　一般セッション（5）　代替燃料
10：15 〜 11：15　座長・相澤	哲哉（明治大）
　一般セッション（6）　燃料と潤滑

ワークショップ
（動力エネルギーシステム部門との合同企画）1 件
企画：君島 真仁（芝浦工大）、小酒 英範（東工大）
9 月 12 日（月）　15：00〜17：00　講演 4 件

「エンジン・動力システムの高効率化への挑戦」
1.　	『発電用ガスタービン技術の現状と将来展望』

幸田	栄一（電中研）
2.　	『SOFC トリプルコンバインドサイクルシステム
の開発』	 加幡	達雄（三菱重工）

　近年のエンジンシステムの高度化、複雑化さらには
統合化に伴い、課題となるのが技術の伝承、次世代エ
ンジニアの育成です。本シンポジウムでは目的の一つ
に「エンジン技術発展のために、大学や大学院生、企
業若手エンジニアとベテランエンジニアとの研究・技
術交流の場を提供する」ことを掲げ、毎年開催される
国内最高峰の定期シンポジウムとして、さらなる発展
を図りたいと思います。そのためにも本シンポジウム
では十分な質疑討論が可能となるような講演時間の確
保と 6ページに及ぶ完成度の高い講演論文集、最小限
の講演室数を伝統として参りましたが、今後ともその
路線を継承して参りたいと考えております。
　第 21 回は 2010 年 11 月に岡山大学にて開催し、成
功裡のうちに終了することができました。今後は次の

内燃機関シンポジウム開催のご案内

	

第22回内燃機関シンポジウム委員会　委員長

飯田　訓正
（慶應義塾大学）

 

副委員長

小川　英之
（北海道大学）
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THE 8th INTERNATIONAL CONFERENCE ON MODELING AND 
DIAGNOSTICS FOR ADVANCED ENGINE SYSTEMS

COMODIA 2012

23rd - 26th July 2012
Fukuoka Recent Hotel, Fukuoka, Japan

Organized by The Engine Systems Division
The Japan Society of Mechanical Engineers

Conference Schedule
July 23, （Mon）, 2012 Registration and Welcome Reception
July 24, （Tues）, 2012 Technical Sessions
July 25, （Wed）, 2012 Technical Sessions and Get-together Party
July 26, （Thur）, 2012 Technical Sessions

Conference Venue:
The conference will take place at Fukuoka Recent Hotel in Fukuoka, Japan. The hotel is located only 20 minutes away 
from Fukuoka Airport or 15 minutes away from Hakata Station （the central railway station） by subway. Fukuoka is 
1,100 km away from Tokyo and lies on the northern coast of Kyushu, the southernmost island among the four main 
islands of Japan. Geographically, Fukuoka has taken an important role as a gateway from other Asian countries since 
ancient times. Today, Fukuoka is the largest city and the center of economy, culture and transportation in Kyushu.

Topics and Subjects of the Conference
Special Panel Session "Control of super-knock"

Organized Sessions for Special Topics
OS-1: Application of chemical kinetics to combustion modeling
OS-2: Smokeless diesel engine
OS-3: Plasma-assisted combustion
OS-4: Ultimate thermal efficiency

通り、第 22 回を本年 11 月末に東京工業大学にて、第
23回を明年10月末に北海道大学にて開催いたします。
皆様のご参加をお待ち申し上げております。

第 22 回内燃機関シンポジウム
　〜エンジンテクノロジーの高度化とその伝承〜
◆会期：　2011 年 11 月 29 日（火）〜12 月 1 日（木）
◆会場：　東工大蔵前会館（東京・大岡山）
◆参加登録費：
　講演論文集 1冊を含む・消費税込み
◎正会員	 13,000	円（10/31 以前）
	 15,000	円（11/ 1 以降）
◎会員外	 28,000 円（10/31 以前）
	 30,000	円（11/ 1 以降）
◎学生（会員）	 4,000	円（10/31 以前）
	 6,000	円（11/ 1 以降）
◎学生（会員外）	 8,000	円（10/31 以前）
	 10,000	円（11/ 1 以降）
※共催および協賛学協会会員は会員扱いです。

【ＵＲＬ】http://www.jsae.or.jp/calendar/#1596

第 23 回内燃機関シンポジウム
　〜世代を超えたエンジンシステムへの再挑戦〜
◆会期：　2012 年 10 月 31 日（水）〜11 月 2 日（金）
◆会場：　北海道大学学術交流会館（札幌）
◆共催：　	一般社団法人日本機械学会（幹事学会）、	

公益社団法人自動車技術会
◆主要スケジュール（予定）：
・講演申込（アブストラクト）締切：2012 年 5 月下旬
・講演論文原稿提出締切：2012 年 9 月上旬
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General Subjects for Presentation

•	Diesel Engine Combustion
Combustion process, Mixture formation, PM and NOx 
control in cylinder
•	Spark-Ignition Engine Combustion

Combustion process, Mixture formation, Knock, DI-SI 
combustion
•	HCCI Combustion

Combustion process and control, Fuel effect, Engine 
control
•	Spray and Spray Combustion

Fuel injection, Spray, Spray combustion, Atomization, 
Nozzle
•	Combustion, Thermal and Fluid Science 

Chemica l  react ions ,  Fundamenta l  issues in 
combustion, Heat transfer and fluid engineering
•	Measurement and Diagnostics

Laser diagnostics, Imaging, Gas sampling and 
analysis, Sensors
•	Modeling and Simulation

CFD, CI and SI combustion model, RANS, LES and 
DNS, Engine system simulation
•	Exhaust Emissions and Measurements

After-treatment for CI and SI engines, Emission 
measurement and testing
•	Fuels

Gaseous fuels, Alternative fuels
•	Gas Engine Combustion

Combustion in stationary gas engine
•	Lubricants, Engines and Engine Components

Lubricants and additives, Newly developed engines, 
Supercharging
•	Engine Control

Variable system （valve, compression ratio, flow rate 
etc.）, On board system

Reviewing Process
COMODIA 2012 will use a Two-step qualification process for papers to 
be presented at the conference. The committee will evaluate all 
abstracts for suitability for presentation in the first step. The second 
step is an evaluation of the full papers for presentation.

Official Language and Units
The official language is English, and SI units should be used.

Key Dates for Abstract, Draft and Final Submissions
Abstract Deadline October 28, 2011
Acceptance Notification （First step）  December 16, 2011
Full-paper Draft Deadline February 10, 2012
Acceptance Notification （Second step）  April 6, 2012
Final Paper Deadline  May 11, 2012

Registration Fee
Participant Registration on and before June 30, 2012 50,000 JPY
After July 1, 2012   55,000 JPY
Partner   Gratis
Student   15,000 JPY

Committees
Advisory Committee
Chairperson
Yoshihiko MATSUDA, Managing Officer,
Toyota Motor Corporation

Co-Chairperson
Hajime FUJIMOTO, Professor,
Doshisha University

Organizing Committee
Chairperson
Eiichi MURASE, Professor, Kyushu University
744 Motooka, Nishi-ku, Fukuoka 819-0395 Japan
Email: murase[AT]mech.kyushu-u.ac.jp

Secretary
Jiro SENDA, Professor, Doshisha University
Kyotanabe, Kyoto 610-0321, Japan
Email: jsenda[AT]mail.doshisha.ac.jp

Yuuichi SHIMASAKI, Group Manager,
Toyota Motor Corporation
1200 Mishuku, Susono 410-1193, Japan
Email:yuichi[AT]shimasaki.tec.toyota.co.jp

Technical Committee
Chairperson
Eiji Tomita, Professor, Okayama University
Tsushima-Naka 3-1-1, Kita-ku, Okayama 700-8530, 
Japan
Email: comodia2012_tech[AT]power.mech.okayama-u.ac.jp

Secretary
Nobuyuki KAWAHARA, Associate Professor, Okayama 
University
Tsushima-Naka 3-1-1, Kita-ku, Okayama 700-8530, 
Japan
Email: comodia2012_tech[AT]power.mech.okayama-u.ac.jp

Host/Local Organizing Committee
Chairperson
Toshiaki KITAGAWA, Professor, Kyushu University
744 Motooka, Nishi-ku, Fukuoka 819-0395 Japan
Email: comodia2012_local[AT]mech.kyushu-u.ac.jp

Secretary
Osamu MORIUE, Associate Professor,  Kyushu 
University
744 Motooka, Nishi-ku, Fukuoka 819-0395 Japan
Email: comodia2012_local[AT]mech.kyushu-u.ac.jp
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部門活動紹介

A-TS 07-44
持続可能な社会のためのエンジン技術研究会

主査

小島　晋爾（名城大学）

幹事

高橋　周平（岐阜大学）

幹事

中田　浩一（トヨタ自動車㈱）

本研究会は、東海地区を中心とし、関東・関西
の委員の方も交え、エンジン技術に関するその
時々の注目されるトピックスを持ち寄って研究者
同士の交流と情報交換、ブレインストーミングを
行うことを目的として設立され、名称を変えなが
ら既に 15 年以上にわたって活動を行っておりま
す。この「持続可能な社会のためのエンジン技術
研究会」は 2011 年度で 6年目となり、現在 34 名
の委員で構成されています。
自動車に関する環境は、この 10 年でめまぐる

しく変化し、予混合自着火燃焼技術や噴霧燃焼の

解明などの技術進展がある一方、動力の電動化や
環境問題を背景にした排出規制の強化など、内燃
機関のあり方が強く問われ始めています。本研究
会では、このような情勢の中で「持続可能な」エ
ンジンのあるべき姿を探るべく、自動車・部品
メーカー、研究所、燃料・ガス会社、大学などの
研究者同士で、活発で忌憚のない意見を引き出す
ことを目的として、年 4回の研究会を開催してい
ます。研究会では、主な会場を名古屋国際セン
ターとし、各回 2件の話題提供を、企業側と大学
側からそれぞれ 1件ずつ頂き、現在あるいは将来
のエンジンの課題・方向性などに関してお互いの
立場から議論を深めております。時間の限られて
いる学会とは異なる、非常にアグレッシブな討論
が設立時からの特色となっており、質疑応答の時
間を大変楽しみにされている委員の方も多いと聞
きます。また、詳細な研究会議事録も本研究会の
特徴になっており、日本機械学会の部門のWeb
ページから参照できますので、その雰囲気を察す
ることができるかと思います。
2010 年度以降では、表 1に示すような 5 回の
研究会が開催され、これまでに、燃料および噴霧
燃焼を中心とした話題を 9件、見学会を 1件開催
しました。また、年度末には懇親会を開催し、各
委員の近況報告などを通じて、エンジン関連業界
全体の将来について大いに盛り上がります。これ
からも、本研究会が、エンジン研究者のよい交流
の場と鍛錬の場であり続けるように努めて参りま
す。

表 1　2010 年度以降の研究会講演題目

第 17 回
5/22
（2010）

「木質バイオマスのガス化挙動」
「高オクタン価燃料がエンジン熱効率に与える影響」

名古屋大学　教授　成瀬一郎	氏
トヨタ自動車　中田浩一	氏

第 18 回
9/4

「今後のガソリンエンジンにおける点火系の役割」
見学会（デンソーギャラリー）

㈱デンソー　川北晴夫	氏

第 19 回
11/13

「現行の噴霧燃焼シミュレータは正しいだろうか？」
「Review	of	Energy	Reserves	and	Bio	Fuels	potential	with	
a	focus	on	Bio	Butanol」

名古屋大学　教授　梅村章氏
BPジャパン　Walter	Bunting 氏

第 20 回
2/13
（2011）

「高数密度燃料噴霧の影画像処理による粒径計測」
「流れの制御による微粒化促進と噴霧制御の試み」
懇親会（15 名参加）

日本自動車部品総研　調尚孝氏
豊橋技術科学大学　准教授　鈴木孝司	氏

第 21 回
5/21

「液滴群の燃え広がりと群燃焼」
「SKYACTIV エンジン技術コンセプトの紹介」

山口大学　教授　三上真人	氏
マツダ株式会社　鈴木　敬	氏
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ンショックの影響もどうにか治まり、参加者も増
えるかもしれないとの淡い期待を抱きつつ企画を
スタートした。企画に当たっては、企業で実務に
携わっている委員の方々が、自分の部下である若
手技術者に聞かせたいと思うテーマを中心にテー
マ選定を行った。
その結果、第 1 回「基礎講習会　その 22：
No.10-114」を 2010 年 11 月 26 日（金）9:00-17:00
堀場製作所東京オフィスで開催し、第 2回「基礎

第 88 基礎教育講習会の報告

　
委員長

大澤　克幸（鳥取大学）

平成 22 年度の基礎教育講習会も、例年通り東
京と京都で 2回開催した。平成 22 年度はリーマ

A-TS 07-48
北信越エンジンシステム研究会

主査

手崎　衆（富山大学）

幹事

小橋　好充（金沢工業大学）

本研究会は、北信越地区におけるエンジン研究
者間の親睦とエンジン研究の活性化を図ることを
目的に、2009 年 5 月に設置されました。委員数
は現在 29 名で、大学関係者（13 名）と地区内の
企業から参画いただいています。
研究会は、委員やお招きした講師の方から話題

をご提供いただきながら、これまで表 1のよう
に開催してきました。企業の方の参加がやや少な
く、産業界との交流促進が求められるところでは
あります。一方、学生の参加者数は毎回多く、著
名な方の身近で語りかけるようなご講演ならびに
最新の動向を肌で感じることは将来を担う若手研
究者・技術者にとって良い刺激となっているよう
に感じます。

表 2はこれまでの話題提供者とタイトルの一
覧です。ご講演はエンジンシステムに関わる燃焼、
燃料、化学反応、数値計算、計測、応用技術など

多岐にわたりますが、聴講者に学生が多いことも
あって、基本的な考え方から最新の知見まで丁寧
且つわかりやすいご説明をいただいています。研
究会の後は懇親会を開き、北信越のおいしい魚と
お酒を潤滑剤にしながら、フランクな議論と参加
者同士の親睦を図っています。
また、この他にも、年末に安東先生、酒井先生
を中心として福井大学で開催されるワークショッ
プ『化学反応をキーワードに着火現象を考える』
を共催させていただいています。

本研究会では、地区のエンジン研究の活性化と
若手研究者・技術者育成のためにこれからも活動
を続けてまいります。また、他研究会との合同開
催も検討しておりますので、皆様方のご支援とご
協力をよろしくお願い申し上げます。

表 1　 研究会開催日および開催場所

開催日 場所

2009 年 11 月 28 日 金沢工業大学
2010 年 5 月 27 日 富山大学
2010 年 9 月 4 日 富山大学
2011 年 1 月 23 日 富山大学

表 2 　話題提供者と講演題目

講演者 講演題目

榎本	啓士　氏
（金沢大学）

Formula	SAE における
パワートレイン開発

安東	弘光　氏
（福井大学）

炭化水素の燃焼の
全体像

加藤	聰　氏
（金沢工業大学）

自動車の未来像─将来の自動車
用動力機関

Craig	A.	Taatjes	氏
（Sandia 国立研究所）

Combustion	Chemistry	and	an	
Evolving	Transportation-Fuel	
Environment

大嶋	元啓　氏
（福井工業大学）

CVD 法に対する燃料噴射技術
の適用

小橋	好充　氏
（金沢工業大学）

燃料の物理・化学的特性による
圧縮着火燃焼の能動的制御

酒井	康行　氏
（福井大学）

RO2・H2O2 ケミストリーに基づ
く簡略化反応モデルの構築

柴田	元　氏
（当時：JX日鉱日石エ
ネルギー㈱）

トルエン・ノルマルヘプタン混合
燃料のHCCIエンジン燃焼

金子	誠　氏
（富士重工業㈱）

地球環境時代を生き抜くエンジ
ン技術
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講習会　その 23：No.10-116」を 2011 年 1 月 21
日（金）9:00-17:00　三菱自動車京都 PT製作所で
開催した。
共に経費節約のため一昨年と同様、堀場製作所

様と三菱自動車様の施設を借用して開催した。
2回の講習会の内容と講師（敬称省略）は同じ

で下記の通りである。

　（1）ディーゼル噴霧とその燃焼
	 群馬大学　新井雅隆
　（2）	普及を目指した Global ハイブリッドカー

の開発	 ㈱本田技術研究所　関　康成
　（3）技術史に見る技術屋の哲学
	 元日野自動車副社長　鈴木　孝
　（4）	三次元燃焼シミュレーションによる筒内現

象解析	 日産自動車株式会社　寺地　淳
　（5）	鋳造技術の科学と進化（匠の技と最新技術

の融合）	 ㈱本田技術研究所　光内　薫

開催の結果、第１回の参加者は 21 名で、第 2
回の参加者は 26 名となり、当初期待した程の参
加者が集まらず、リーマンショックの影響をまと
もに受けた平成 21 年度よりさらに減少した。各
講師の方々には、1時間の熱心な講義と 10 分の
質疑に加えて、午前と午後の最後には総合質疑に
丁寧に対応して頂いた。講師の方々の熱心な事前
準備、ご講義と内容の面白さを考えると、もっと
多くの方々に聞いて頂きたかったとの思いが強
く、真にもったいないと感じるばかりである。
「何とか赤字を免れただけでも幸いだった」とい
う事後評価は、ご努力いただいた関係者、とりわ
け講師の皆様の準備とご努力を十分に生かしきれ
なかったことを申し訳なく思うと共に、深く反省
している。

図は、過去 10 年の本講習会の参加者数の推移
である。リーマンショック以後、際立って参加者
が減少し回復の兆すらない。ES 部門で運営して
いる部門講習会も似たような状況だと聞いてい
る。平成 22 年度は、本講習会を一昨年以上に宣
伝すべく、学会誌への案内記事掲載、案内用のポ
スター配布と各部署での掲示依頼、部門登録者へ
のメール配信など、あの手この手を使って宣伝に

努めたにも関わらずの結果である。
本講習会は下記の 2つの理由により赤字となっ
ても継続すべしとの方針が昨年度の運営委員会で
確認されたことを昨年のこの場で書いた。
　①	若手技術者の育成は、技術の伝承と部門活性
化のために必要な重要取り組み事項である

　②	昨年までの参加者のアンケート結果から、参
加者への教育的効果を十分に果たしている
上記が企画側だけの論理でないことを願ってい
るが、実質的な価値を見出せる人が少ないのであ
れば、抜本的な見直しは避けられないであろう。
今年度の部門運営委員会での議論でも平成 23 年
度には長年続いてきた本行事の企画を見直す可能
性も出て来ている。場合によっては本講習会を廃
止すべしとの意見さえある。
来年度の実行委員長を千葉大学の森吉先生に引
き継いだ。自分では何も改良策を講じることがで
きないまま引き継ぐこととなり恐縮ですが、参加
者の減少がリーマンショックの一時的な影響と考
えるかどうかも含めて、検討をお願いしたい。
個人的には、ES 部門の活動の中から本講習会
のような教育機能を失うとすれば、部門活動その
ものの継続性も心配される。会員の皆様には、企
業での経費節減の取り組みが、若手の自発的な自
己研鑽の機会を失わせ、ひいては ES部門の停滞
を引き起こさないよう、是非周りの人々へ本講習
会参加を呼びかけて頂くようお願い致します。
最後に、第 88 期の本講習会が無事に終了でき
たのは、幹事の岡田氏（堀場製作所）を初めとす
る企画委員、講師と関係の皆様のご協力の賜物で
す。この場をお借りして感謝申し上げます。
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工学科　教授）、2010 年早稲田大学理工学術院教
授、大学院環境・エネルギー研究科長、早稲田大
学環境総合エネルギー研究センター所長）

２．研究業績賞
株式会社	豊田中央研究所　秋濱	一弘	氏
「エンジン燃焼のφ–T マップ解析と可視化・
レーザー計測の高度化に関する研究」（1984 年株
式会社豊田中央研究所、2000 年名古屋大学工学
部機械工学科非常勤講師（2006 年まで）、2008 年
岡山大学工学部機械工学科非常勤講師）

３．技術業績賞
UDトラックス株式会社	
代表取締役社長　竹内	覚	氏
「車両用大型ディーゼル機関の排出ガス規制対応
の技術開発に対する貢献」（1969 年日産ディーゼ
ル工業株式会社、1985 年同社上尾工場第一製造
部第一機関課長、1995 年 7 月同社開発本部機関
設計部付部長、1998 年	同社執行役員、2000 年	
同社執行役員常務、2003 年同社専務取締役、
2007 年同社代表取締役社長、2010 年 UDトラッ
クス株式会社代表取締役社長）

また、エンジンシステム部門では、部門に関連
するシンポジウムなどで優れた講演発表を行った
35 歳以下の研究者を対象に「ベストプレゼンテー
ション表彰」を行っております。同時に、学生員、
准員および修士課程（博士課程前期）修了後 1年
目の研究者を対象に「日本機械学会若手優秀講演
フェロー賞」の選定を行っております。2010 年
度は以下の 3名の方が選ばれました。
１．ベストプレゼンテーション賞
・株式会社豊田中央研究所　増田　糧	氏
　（	第 21 回内燃機関シンポジウムにおいて選出、

部門賞贈賞報告

第88期部門賞委員会　委員長

志賀　聖一（群馬大学）
同　幹事

窪山　達也（千葉大学）

2010 年度（第 88 期）エンジンシステム部門に
おいて、部門賞が決定いたしましたので、ご報告
いたします。エンジンシステム部門では部門賞と
して、功績賞、研究業績賞、技術業績賞が設けら
れております。功績賞は部門に関連する学術、技
術、国際交流などの分野における業績並びに部門
活動への貢献度が顕著であった個人、研究業績賞
は部門に関連する学術分野での業績が顕著であっ
た個人、技術業績賞は部門に関連する技術分野で
の業績が顕著であった個人に贈られます。2010
年度も例年通り、部門の代議員、運営委員会委員
長、部門所属分科会、研究会主査の方々から候補
者をご推薦いただき、部門賞選考委員会において
最終選考を行いました。その結果、以下のように
3名の方が受賞されます。

１．功績賞
早稲田大学	教授　大聖	泰弘	氏

「永年にわたるエンジンの排出ガス低減に関する
研究活動とその成果についての功績および学会活
動の功績」（1976 年早稲田大学理工学部助手、
1978 年早稲田大学理工学部専任講師、1980 年早
稲田大学理工学部助教授、1985 年早稲田大学理
工学部教授、1986 年米国ウィスコンシン大学客
員教授（1987 年 8 月まで）、1998 年中国上海交通
大学客座教授、2007 年	早稲田大学大学院創造理
工学研究科教授、（同創造理工学部総合機械工学
科　教授）、2010 年早稲田大学大学院環境・エネ
ルギー研究科教授、（同　創造理工学部総合機械

部門賞委員会報告

功績賞　大聖　泰弘　氏 技術業績賞　竹内　覚　氏研究業績賞　秋濱　一弘　氏
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きり影が薄くなった感のあるエンジンですが、
2011 年の発表件数はどうだったのでしょうか？
テーマ別の発表件数をまとめたのが図1です（＊注）。
CO2 のダイレクトな排出源であり、斜陽感漂う
エンジンを飯のタネとし、世間から、また嫁から
も、後ろ指をさされてはいまいか？と若干被害妄
想気味の著者なのですが、なんと燃焼系テーマ
（CI ＋ SI）は、2位以下を大きく引き離し、ダン
トツの 1位ではありませんか！ただ件数が多けれ
ばよいというわけではないので、続いて注目度、
すなわち聴講者数で重み付け処理をしてみましょ
う。ただし、パラレルセッションで進行する各会
場の聴講者をカウントできるはずもなく、「発表
会場の大きさ×発表件数」という尺度で代用する
ことにします。会場の大きさは、配布冊子にあり
ますし、会場の選定はここ数年の聴講者数の傾向
が反映されているはずで、主催者側が見込む集客
力とみなせるからです。その結果が図 2です。予
想したとおりですが（たぶん読者も…）、燃焼系
テーマが大きく目減りしていることが一目瞭然で
分かります。確かに、前回発表した 3年前と比べ
ると、今回の発表会場は半分の大きさでしたし、
全般に燃焼関連の発表会場が狭い部屋に追いやら
れているな、と大会中にうすうす感じてはいまし
た。それでいて立ち見が出ていたという記憶もな
い…これが、現在、内燃機関が置かれている立場
でしょう。これを単に（一時的に盛り上がってい
る？）EVブームのせい、と外的要因でかたづけ
てしまうことはたやすいことです。しかし、内燃
機関のテーマ自体に、LTC,	PCCI,	HCCI ブーム
以降、魅力的なコンセプトが出てきていない、こ
とも自省すべきだと感じています。（今回の SAE
発表で存在感があった、Wisconsin 大	Reitz 教授
の ‘RCCI’ は、PCCI の派生として、ひとつの現実
解であり注目に値するとは思いますが、これに関

2011SAE World Congressへ参加して

　

稲垣　和久（豊田中央研究所）

4 月 12〜14 日まで、デトロイトのCobo	Center
で行われた SAE	World	Congress に参加しまし
た。いまさらになりますが、この大会は、毎年こ
の時期に開かれ、自動車に関する幅広い技術分野
で、最新の研究成果が報告、議論がされます。こ
の種の大会としては、併設される展示会を含め、
参加者、発表件数ともに世界最大規模です。前回、
参加したのが、2008 年でしたので、私にとって
は 3年ぶりでしたが、この大会もいまだリーマン
ショックの余波を受けているのか、ずいぶん様変
わりしました。開催期間は 4日から 3日間に、発
表時間も 30 分から 20 分に短縮されました。
Speaker の交代、紹介、質疑も含めて 20 分です
ので、私のようなしゃべりが遅い non-native に
とって、これはかなりのハンディとなります。私
はディーゼルエンジンの燃焼研究を発表したので
すが、ストーリが分かりやすくないと短時間では
理解されないし、それでいてサプライズ、すなわ
ち、‘ひねり’もないと聴衆にはインパクトとして
残らない、という難しいバランスを要する、と感
じました。中には、Speaker が時間ぎりぎりまで
言いたいことを言って、質疑なしというような、
カラオケ大会になっている発表も少なからずあり
ました。このような詰め込みスケジュールでは、
濃厚な議論は無理で、このままの状態が続くので
あれば、この大会は形骸化してしまうのでは、と
懸念しています。
さて、PHEV,	EV がもてはやされる昨今、めっ

会議参加記

題目：「	キャビテーション気泡混合噴射による
微粒化方法の検討（第 1報　ノズル内
流れの数値解析）」）

・日本大学	大学院生　川岸　祐輝	氏
　（	第 13 回スターリングサイクルシンポジウムに
おいて選出、題目：「1ピストン型スターリン
グ冷凍機を目指した基礎研究」）

２．フェロー賞
・明治大学大学院生　猪熊　洋希	氏

　（	第 21 回内燃機関シンポジウムにおいて選出、
題目：「	高分解能透過型電子顕微鏡を用いた

ディーゼル噴霧火炎内すす粒子の観察
（1）─噴霧火炎内すす粒子の直接サン
プリング─」）

なお、部門賞およびベストプレゼンテーション
表彰の贈賞式は、2011 年度年次大会（9月 12 日
18:15〜、東京工業大学）において執り行われます。
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…と半分以上は、自身に言い聞かせつつも、立ち
はだかるさまざまな壁を前にして、しばしば折れ
そうになる心に鞭をうちながら、筆を執っていま
す。ただ、最後にひとつだけ言いたいことは、自
分の子供（あるいは孫）の世代から、「お父さん
の時代に、もっとエンジンを良くしなかったから、
こんな世界になってしまったんだよ！」と、決し
て責められることがないよう、我々はもうひとふ
んばりしようではありませんか！

2011 年 6 月 22 日　記
（子供たちの寝顔をみながら…）

＊注：	POWRTRAIN/PROPULSION,	EMISSIONS/
ENVIRONMENT/SUSTAINABILITY の
カテゴリを対象にしました。また、筆者が
手集計したものなので精度はご容赦を…

してはまたの機会に…）
以上の厳しい現実を踏まえつつ、また、non-

native というハンディも併せ持つ日本人は、今後、
世界に対して、どのように存在感を示していくべ
きでしょうか？ native の流暢な発表を聞くと、
内容は2割増しでよく聞こえますよね。それなら、
non-native である我々は、研究の質を 4割増しに
すれば勝てるのです。これは、はたして無謀な考
えなのでしょうか？	これまで、CVCC、HIROYASU
式、φ–T マップ、2 色法、UNIBUS、MK燃焼、
LTC、Dual-fuel-PCCI,…日本発の画期的な研究例
は数多くあります。エンジン研究、開発は、その
パラメータの膨大さから、忍耐力、また、ノイズ
の中から本質を見極める眼力が必要とされます。
日本人のもつ、粘り強さ、こだわり、几帳面さ、
緻密さ、柔軟性、チームワーク…、どれをとって
も、エンジン研究、開発向けではありませんか？
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図1　発表件数
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図2　注目度

を行っているもので、今回は慶應大学の菱田教授
が実行委員長となり、日本側の担当で開催した。
丁度この会議の直前に当たる 3月 11 日に、未曾
有の東日本大震災が発生し、講演会の開催が危ぶ
まれた。実際に東北地区の研究者の多くが参加す
ることができなかったが、それ以外の地域からは
予定通り、多くの参加者が集まった。また、前回
バンクーバーで開催された際にアメリカ側研究者
が少なかったことを反省し、春のアメリカ国内の
伝熱学会を開催しない等の努力の結果、今回はア
メリカ側の参加者が大いに増加した。講演会場で
は、青空の広がる観光地での開催であるにもかか

第 8 回日米熱工学合同会議（AJTEC）
参加記

　

近久　武美（北海道大学）

去る 3月 13 日から 17 日にかけてハワイのワイ
キキビーチマリオットホテルにおいて、第 8回日
米熱工学合同会議が開催された。これは 4年に 1
度、日米機械学会が合同で熱工学に関する講演会
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わらず、会議期間を通して熱心な討論が行われた。
最終的な論文数はキーノート 7 件を含み、全

430 編であり、参加登録者数は 434 名となった。
主な国別登録者数は：日本 156 名、米国 178 名、
韓国 21 名、ヨーロッパ 36 名、カナダ 9名、中国
6名であった。エンジンのセッションは 3日目午
後の 2セッションであり、論文数は 8件であった。
内訳は日本から 3件、アメリカ・カナダから 3件、
インド・パキスタンから 2件であり、予混合圧縮

着火燃焼、運転制御燃焼モデル、燃焼室内温度分
布計算などであった。多少分散した内容であるほ
か発表件数を考えると、このセッションは必ずし
も活発であったとはいえない。
シンポジウム期間中、津波や福島の原子力発電
の推移が気がかりであり、日本人参加者の多くが
部屋にいる時間にはテレビニュースに食い入って
いたものと思う。とにかく、3.11 震災と絡めて思
い出深い会議であった。

用された論文の数は 56 でした。これよりインパ
クトファクターは 0.903 となります。2009 年と
2010 年の引用件数は増加していますので、今後
インパクトファクターは上昇するものと見込まれ
るものの、Combustion	and	Flame の 2.923 に比
べるとまだ低く、さらに論文の質を高める必要が
あります。

3． 2010 年の掲載論文で最も引用の多い 
論文トップスリー

• Murata,	 Y.,	 Nishio,	 Y.,	 Kusaka,	 J.,	 et	 al. ,	
“Numerical	analysis	of	Miller	premixed	charge	
compression	ignition	combustion	on	a	dynamic	
phi-T	map”	Vol.11,	issue:	2,	pages:	89-98,	2010
• Moon,	 S.,	Matsumoto,	Y.,	Nishida,	K.,	 et	 al.	
“Improving	 diesel	mixture	 preparation	 by	
optimization	 of	 orifice	 arrangements	 in	 a	
group-hole	nozzle”	Vol.11,	issue:	2,	pages:	109-
126,	2010
• Won,	HW.,	 and	Peters,	N.,	“Optimizing	 the	
injection	pressure	 for	cluster	nozzle	concepts	
in	 a	 direct	 injection	 diesel	 engine”	Vol.11,	
issue:	2,	pages:	163-175,	2010

International Journal of Engine 
Research 誌の現況報告

Co-editor

神本　武征

本部門の正式英文ジャーナル International	
Journal	of	ENGINE	RESEARCH（IJER）誌は 2001
年の創刊以来丁度 10 年を経過しました。当時
Imperial	College の Arcoumanis 教 授（ 現 City	
Un ivers i ty 	 London 副学長）とWiscons in	
University-Madison の Reitz 教授とエンジンに関
する国際ジャーナルを作ろうと創案し、IMechE
（英国機械学会）に企画を引き受けてもらったの
です。当初は年 4 回の発行でしたが、2004 年か
らは年 6回になり、一昨年ついにScience	Citation	
Index を獲得し、名実ともエンジンの国際雑誌
ジャーナルとしての地位を確立しました。日本機
械学会が各部門に英文ジャーナルの発行をまかせ
る方針になったとき、先行していたエンジンシス
テム部門は IJER 誌を部門の正式英文ジャーナル
として承認したのです。部門長が井上悳太氏（ト
ヨタ自動車）のときでした。
2011 年 4 月 12 日、デトロイトのWestin	Book	
Cadillac	Hotel で開催された編集委員会の資料を
もとに最近の状況をお知らせいたします。

1．掲載論文数
表に見るように日本からの論文掲載数は 1位か

2位と大健闘していることが分かります。今後と
も会員の投稿をお願いいたします。

2．インパクトファクター
2007 年と 2008 年の掲載論文数 62 に対して引

刊行物案内
2009 2010

Country No.	of	published
papers

Country No.	of	published
papers

USA 12 Japan 11
Japan 10 USA 10

England 6 Germany 7
France 2 England 5
Australia 1 Australia 1
Canada 1 Austria 1
Estonia 1 Canada 1
Germany 1 India 1

Italy 1 South	Korea 1
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日本の論文が 1,	2 位を独占しているのは痛快で
す。村田君とMoon さん、Congratulations!!

4．2007-2011 年の間に最も多く引用された論文
3 位：Ogawa,	H.,	Li,	T.,	and	Miyamoto,	N.,	

“Characteristics	of	low	temperature	and	
low	oxygen	diesel	combustion	with	ultra-
high	exhaust	recirculation”	vol.8,	issue:	4,	
pages:	365-378,	2007

5 位：Yamane,	K.,	Kawasaki,	K.,	Sone,	K.,	et	al.,	
“Oxidation	stability	of	bio-diesel	and	its	
effects	on	diesel	combustion	and	
emissions”	vol.8,	issue:	3,	pages:	307-319,	
2007

ここでも 3位、5位と注目されています。小川
先生と山根先生Congratulations!!!
このほか最もダウンロードされた論文の第 9位

に友田氏（トヨタ自動車）の Improvement	of	
diesel	 engine	 performance	 by	 variable	 valve	
train	system,	vol.11,	 issue:	5,	pages:	331-344 が
入っています。

5．販売状況
定価での定期購読数が世界全体で 66 件と低迷
しています。企業と大学での定期購読申し込みを
よろしくお願い致します。本会会員の場合は会員
特別価格37,000円/年6冊となっておりますので、
www.jsme.bookord.or.jp でお申込下さい。

IJER 誌への投稿について：
御覧のように日本からの論文は全体的にレベル
が高く注目度が高いことが分かります。会員諸氏
は自信をもって投稿して下さい。
投稿要領は以下の通りです。
✓　文章と図表は別 pdf ファイルとする。
✓　英文は 1段組でベタ打ちとする。
✓　代表者の連絡先を表紙ページに記入する。

送付先と問い合わせ先：takekamimoto[AT]aol.com
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● 8th International Conference on Modeling 
and Diagnostics for Advanced Engine 
Systems （COMODIA 2012）

開催日：2012/7/23-26
開催場所：福岡リーセントホテル，福岡
発表申込締切：2011/10/28
http://www.jsme.or.jp/esd/comodia/comodia2012/

●第 20 回微粒化シンポジウム
開催日：2011/12/19-20
開催場所：広島工業大学広島校舎，広島

●第 14 回スターリングサイクルシンポジウム
開催日：2011/12/7-8
開催場所：日本科学未来館，東京
http://www.jsme.or.jp/event/detail.php?id=909

●第 49 回燃焼シンポジウム
開催日：2011/12/5-7
開催場所：慶應義塾大学，日吉キャンパス，横浜
http://www.combustionsociety.jp/sympo49/

●第 22 回 内燃機関シンポジウム
開催日：2011/11/29-12/1
開催場所：東工大蔵前会館，東京 大岡山
http://www.jsme.or.jp/event/detail.php?id=875

●基礎教育講習会─エンジン技術の基礎と応用
（その 24）

開催日：2011/11/25
開催場所： ㈱堀場製作所東京セールスオフィス，

東京

● 17th Small Engine Technology Conference 
（SETC 2011）

開催日：2011/11/8-10
開催場所：札幌コンベンションセンター，札幌
http://www.setc-jsae.com/

●熱工学コンファレンス 2011
開催日：2011/10/29-30
開催場所：静岡大学工学部，静岡

●自動車技術会 2011 年秋季大会
開催日：2011/10/12-14
開催場所：札幌コンベンションセンター，札幌

● The 16th Asia Pacific Automotive 
Engineering Conference （APAC-16）

開催日：2011/10/6-8
開催場所：Chennai, India

●日本機械学会 2011 年度 年次大会
開催日：2011/9/11-15
開催場所：東京工業大学 大岡山キャンパス，東京
http://www.jsme.or.jp/2011am/

● 10th International Conference on Engines & 
Vehicles （ICE2011）

開催日：2011/9/11-15
開催場所：Capri, Napoli, Italy

● 2011 JSAE/SAE International Powertrains, 
Fuels & Lubricants Meeting

開催日：2011/8/30-9/2
開催場所：京都テルサ，京都
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